
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細 

 

1．営業・輸送概況 

 

【運輸取扱収入（速報値）】 

 収入につきましては、９月は前年比で１０６．５％、１０月は１３日までで１０９．５％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新幹線・在来線特急・近畿圏のご利用状況（速報値）】 

次に、ご利用状況ですが、山陽新幹線は、９月が前年比で１０９％、１０月が１３日までで１１７％、近畿圏

は、９月が１０９％、１０月が１３日までで１１３％となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３日に大阪・関西万博が閉幕いたしました。開催期間中には、関西エリアに多くの方々がお越しになら

れました。この間、当社といたしましては、お客様に安心してご利用いただける輸送体制の確保に努めてま
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いりました。本日は、開催期間中 184 日間（4 月 13 日～10 月 13 日）の輸送状況などの速報をお伝え

いたします。 

大阪・関西万博の開催期間中は、大きな輸送障害もほとんどなく、無事にご来場者の輸送を担うことがで

きました。ご利用実績としましては、山陽新幹線が対前年１１０％、大阪を発着いたします在来線の特急を

合わせたご利用が対前年１１１％と、ともに前年を大きく上回っております。また、近畿圏の近距離券発売

枚数も対前年１０８％に増加いたしました。また、シャトルバスが発着いたします桜島駅のご利用は対前年

２１２％、一日平均約１．３万人のご利用がございました。そして、大阪メトロ中央線との乗り換え駅であ

ります弁天町駅は対前年２３３％、一日平均３．２万人のご利用がございました。 

また、大阪・関西万博への訪問をきっかけに、西日本各地への周遊をプラスしてお客様にお楽しみいただ

く『プラスワントリップ』の取り組みの効果もあり、万博への来場をきっかけに、私どもの試算では、約 80

万人のお客様に西日本の各地へ足を延ばしていただきました。 

一方、万博会場内では、当社グループのオフィシャルストアを出店いたしております。万博の公式ロゴや

キャラクターを活用したライセンス商品に加えまして、西日本の企業や地域と連携した商品などを取り揃

え、多くのお客様にお越しいただき、ご購入いただいております。感謝申し上げます。 

最終日には、「Thank you for all...」と題しまして、ファイナルイベントも開催させていただきました。

合わせて 1 万 1 千人以上の方にご来場いただきました。この間に万博を盛り上げていただきましたスタッ

フの皆様、そしてご来場者の皆様に感謝の気持ちをお伝えすることができました。ご利用いただいたお客様、

そしてこの間ご協力いただいたすべての皆様に、改めて感謝申し上げたいと思います。 

私どもといたしましては、万博の期間中に培いました様々なレガシーを一過性のものとせず、今後も安全

安定輸送に努め、地域の皆様とともに西日本エリアの活性化に取り組んでまいりたいと考えております。 

 

 

２．「鉄道安全考動計画 2027」の進捗と課題について 

 

続きまして、「鉄道安全考動計画 2027」の進捗状況についてご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



本計画は 2023年度からスタートし、2025年 10月にちょうど 2年半ということで折り返し地点を迎

えました。 

本計画におきましては、2024 年度は着実に進捗をいたしておりますが、2023 年度に発生させました

「死亡に至る鉄道労災」を受け、ルールの遵守や現場作業の実態把握に基づいた安全対策を着実に実行して

まいりました。今後もこのような事象の未然防止に向けまして、安全対策の徹底と継続的な改善に取り組ん

でまいります。 

ハード面につきましては、駅のホームや踏切の安全対策とともに、地震対策などを重点的に進めましたほ

か、昨今激甚化しております自然災害への対応など、各種施策を進めております。 

一方、ソフト面では課題もございます。2023 年度からの安全考動計画では、心理的に安全なチームを

しっかりと作っていくということに取り組んでまいりました。特に、事故や災害発生時など迅速な意思決定

が求められる非定常時において、互いを認め合い、率直に発言し合えるチームづくりに現在取り組んでおり

ます。６月に公表しました、第三者評価報告書でも「改善が望ましい項目」として挙げられておりまして、

引き続き、コミュニケーションの改善を重要な課題と捉え、取り組んでまいります。 

具体的には、部外講師による役員向け研修を繰り返し実施するほか、事故・災害等の発生時に設置される

対策本部メンバーに特化した研修と訓練を実施するなどの取り組みを重ねてまいります。 

 

これらの取り組み効果を把握するために、社員意識アンケートを定期的に実施し、心理的安全性に関する

項目などを定量的に測定いたしております。結果につきましては上昇傾向にあり、取り組みの方向性は妥当

であると自己評価いたしておりますが、一方で粘り強く取り組んでいくことが重要であると考えておりま

す。私どもは福知山線列車事故のような重大な事故を決して発生させない、という強い決意をもとに、安全

性の向上は経営の最重要課題であると強く認識し、取り組みを継続いたしまして、インフラ企業として「お

客様から安心・信頼してご利用いただける鉄道」の構築に向け、不断の努力を重ねてまいります。 

 

３．大阪・関西万博終了後の取組みについて 

 

次に、大阪・関西万博終了後の観光の取組みについてご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



旅行のスタイルは、これまでも時代背景や技術の進歩とともに変化をしてまいりました。 

1970 年に開催されました大阪万博では、旅行という経験が大衆的なものになり、団体旅行や家族旅行

の需要が一気に拡大したと言われております。 

愛知万博が開催されました 2005 年頃には、デジタル技術の進歩により、個人で旅行商品を予約・購入

するスタイルが一般的になってまいりました。 

そして今回の大阪・関西万博では、旅行商品にとどまらず、入場の予約やパビリオンの予約、会場内での

キャッシュレス決済に至るまで、すべてがデジタルで完結いたしております。 

このようなデジタル化の進展により、情報収集から予約、体験までがより手軽に行えるようになり、旅行

者の方お一人おひとりの趣味嗜好を反映した旅のスタイル、いわゆる「コト消費」を目的としたツーリズム

が主流となる時代が訪れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 従来は、「人気の観光地に行くこと」が主な旅行の目的となっておりましたが、これからは、「自分のやり

たいこと」、「体験したいこと」が結果として旅になる、そうした新しい旅行の形がますます広がっていくと

考えています。 

私たちは、お客様お一人おひとりの「やりたい」「行きたい」「体験したい」という情緒に訴えかける、魅

力的なコンテンツを提案することで、旅の可能性を広げてまいりたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



このようなコンテンツづくりの具体的な取り組みをご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一つ目といたしましては、エンタテインメントをきっかけに、「コト消費を通じた地域の交流創出」を実

現するために、エンタテインメントチケットを取り扱っているぴあ株式会社様と協業をいたします。両社の

能力を相互に提供し合い、西日本エリアで興行していなかったエンタテイメントを新たに誘致いたします。 

 

次に、具体的な商品や企画をご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2026 年に日伊国交 160年を迎えることを祝し、大阪・関西万博のイタリア館で展示されました「ファ

ルネーゼのアトラス」など、厳選された３件が大阪市立美術館で公開される予定でございます。この特別展

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



のチケットを、私どもの旅行関連サービスのアプリである tabiwa で取扱うほか、tabiwa 限定の貸切イベ

ントも予定いたしております。 

 また、熊本県の阿蘇内牧（あそうちのまき）にあります、ご当地グルメ「あか牛丼」で人気のいまきん食

堂様に、指定時間に並ばずに食べられる tabiwaチケットを発売しています。平日でも行列ができるお店で

すので、旅行での時間を有効に使うことができるかと思います。ぜひ、「食」を目的とした旅にお出かけい

ただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのほか、USJ 様や JTB 様と連携した特別な旅行商品を、明日 10月 16日から販売を開始します。さ

らに、関西の鉄道事業者と連携し、関西エリアをシームレスに移動いただける『ONE KANSAI』QR乗車

券を 11 月から発売いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



こうした取り組みは、現在、約 70社の企業及び団体様と連携を進めております。今後さらに拡大してま

いりたいと考えてます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは、多くのパートナーの方々と一緒に、魅力的なコンテンツを豊富にラインナップし、「思わず好

奇心が動くほうへ、自分を連れ出す」、そんな旅をしようという機運を醸成するキャンペーンを行います。

「動け、好奇心。」をキーワードに、旅への一歩を後押しするプロモーションを展開してまいります。 

多くの人々が好奇心のまま旅に出かけることで、大盛況でありました、大阪・関西万博終了後も西日本の

活気を絶やさぬよう、様々なパートナーの皆様と「JR 西日本グループ」との連携を通じまして、交流人口

の拡大を図り、地域経済の発展に寄与してまいりたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．当社デザインの受賞について 

 

最後に、当社の鉄道車両やサービスに関するデザインが様々な賞を受賞しておりますのでご紹介させて

いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日、当社が運行する特急「まほろば」と観光列車「はなあかり」が 2025 年度グッドデザイン賞を受

賞いたしました。 

特急「まほろば」は、「奈良」の魅力を強く発信する、そのデザインを高くご評価いただきました。一方、

観光列車「はなあかり」は、地域文化を体感できる新たな空間デザインに高い評価をいただきました。 

 これ以外にも、新型特急「やくも」が 2025年ブルーリボン賞を受賞し、長距離列車「WEST EXPRESS

銀河」と寝台特急「TWILIGHT EXPRESS 瑞風」が 2025 年ブルネル賞の優秀賞と奨励賞を先日ロンド

ンで受賞しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、今年５月にサービスインいたしましたコード決済サービス「Wesmo!」のブランドデザインが、イ

ギリスの「ブランドインパクトアワーズ 2025」銀賞を受賞することになりました。これは日本では唯一

私どもが受賞したということでございます。 

これらのデザインは、お客様と地域をつなぎ、地域の発展に寄与できればとの私どもの思いを込めたもの

でございます。今回、各賞でこうした私どもの思いを評価いただき、大変光栄に思っております。改めて関

係者の皆様に心より御礼申し上げます。私からは以上です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


